
水道の災害対策
問合先：上下水道課 

水道管理・水道工務担当

～
地
震
・
台
風
な
ど
、
災
害

は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
～

　

災
害
時
に
も
っ
と
も
大
切
な
の
は

飲
料
水
の
確
保
で
す
。
市
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
飲
料
水
が
確
保
で
き

る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
施
設
の
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
施
設
整
備
基
本
計
画

（
平
成
23
～
32
年
度
）の
中
で
、
市
立

病
院
や
公
共
施
設
、
避
難
所
な
ど
、

重
要
施
設
に
直
結
す
る
管
路
を
重
要

路
線
と
し
て
位
置
付
け
、
耐
震
化
へ

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
飲
料
水
確
保

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
水
道
施
設

が
破
損
し
た
場
合
に
、
皆
さ
ん
に
水

が
行
き
渡
る
ま
で
に
数
日
間
か
か
っ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
一
人
ひ
と
り
の
水
の
確
保
が
大

切
と
な
っ
て
き
ま
す
。
各
ご
家
庭
で

日
ご
ろ
か
ら
飲
料
水
の
備
蓄
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

人
間
が
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
水
の
量
は
、
成
人
で
１
日
約

３
ℓ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
量

を
目
安
に
家
族
全
員
が
３
日
間
無
事

に
生
活
で
き
る
量
を『
た
め
置
き
』し

ま
し
ょ
う
。

　

た
め
置
き
は
、
フ
タ
の
で
き
る
清

潔
な
容
器
に
空
気
が
残
ら
な
い
よ
う

口
元
い
っ
ぱ
い
ま
で
水
を
入
れ
、
日

の
あ
た
ら
な
い
涼
し
い
場
所
で
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
保
存
で
き
る
期
間

は
、
20
ℓ
で
約
１
週
間
が
目
安
で
す

が
、
夏
場
な
ど
は
早
め
に
水
の
入
れ

替
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

配
水
池
緊
急
遮
断
設
備

　

地
震
な
ど
の
災
害
で
配
水
管
が
破

損
す
る
と
、
配
水
池
か
ら
大
量
の
水

が
流
出
し
飲
料
水
の
不
足
、
ま
た
は

流
出
し
た
水
に
よ
る
２
次
災
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
態
を
防
止
す
る
た
め
、
大

地
震
な
ど
の
影
響
で
配
水
池
の
流
量

計
が
過
度
な
流
量
を
感
知
す
る
と
、

自
動
的
に
緊
急
遮
断
弁
が
閉
じ
、
飲

料
水
を
確
保
す
る
装
置
を
主
要
施
設

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

応
急
給
水
活
動

　

災
害
時
の
応
急
給
水
用
資
機
材

と
し
て
、
６
ℓ
用
の
ポ
リ
タ
ン
ク

を
常
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積

載
型
の
給
水
タ
ン
ク
車
を
備
え
て

お
り
、
災
害
時
に
お
い
て
も
迅
速

に
飲
料
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

非常勤嘱託員（自立支援事業相談員）を募集します
問合先：福祉課 

地域福祉担当☎（45）5114

職
務（
業
務
）内
容　

生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
の
自
立
相
談
支
援
事
業
に

従
事
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
生
活

に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
の
相
談
を
受

け
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
計

画
を
策
定
・
管
理
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
自
立
に
向
け
た
支
援
や
就
労
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
用
条
件　

地
方
公
務
員
法
第
16
条

の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
方
で
、

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

法
令
を
遵
守
で
き
る
方

①�

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
、
保
健
師
と
し
て
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
就
労
・
教
育
な
ど
の
分
野

に
お
け
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る

（
い
た
）者
で
あ
り
、
か
つ
、
生
活

困
窮
者
へ
の
相
談
支
援
業
務
そ
の

他
の
相
談
支
援
業
務
に
従
事
し
て

い
る（
い
た
）方

②�

生
活
困
窮
者
へ
の
相
談
支
援
業
務

そ
の
他
の
相
談
支
援
業
務
に
１
年

以
上
従
事
し
て
い
る（
い
た
）方

③�

相
談
支
援
業
務
に
準
ず
る
業
務
と

し
て
、
市
長
が
認
め
た
業
務
に
１

年
以
上
従
事
し
て
い
る（
い
た
）方

募
集
人
員　

１
名

賃
金
月
額　

１
５
０
、０
０
０
円
～

２
０
０
、０
０
０
円

（
資
格
・
経
験
な
ど
を
考
慮
し
て
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通
勤
距
離

２
㎞
以
上
で
規
程
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

任
用
期
間　

平
成
29
年
10
月
１
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時
15
分

※
年
次
有
給
休
暇
有
り

社
会
保
障
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚

生
年
金
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の

各
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入
し

ま
す
。

申
込
手
続　

９
月
15
日（
金
）
ま
で

に
、『
履
歴
書（
写
真
貼
付
）』『
職

務
経
歴
書
』『
納
税
状
況
調
査
に
関

す
る
同
意
書
』、
各
資
格
を
有
す
る

方
は『
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
コ

ピ
ー
』を
福
祉
課
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
の
場
合
は
、
封
筒
に『
市
非
常
勤

嘱
託
員（
相
談
員
）申
込
』と
赤
字
で

記
載
す
る
）。

選
考
方
法

・
書
類
選
考（
１
次
選
考
）

・
面
接
選
考（
２
次
選
考
）

※
面
接
選
考（
２
次
選
考
）は
１
次
選

考
で
選
考
さ
れ
た
方
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。
最
終
選
考
の
結
果
は
面
接

を
受
け
た
方
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

書
類
送
付
先

〒
４
０
２
―
０
０
５
１

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
―
１（
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
都
留
）

都
留
市
役
所�

福
祉
課�

地
域
福
祉
担
当

骨粗鬆症予防検診を受けましょう！
申込・問合先：健康子育て課 
健康づくり担当 ☎（46）5113

転
ば
ぬ
先
の
骨

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
予
防
検
診　

～
早
期
発
見
の
す
す
め
～

　

20
歳
か
ら
30
歳
を
ピ
ー
ク
に
骨
の

カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
減
っ
て
き
ま
す
。

特
に
、
女
性
は
閉
経
後
に
急
激
に
減

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
年
に
一

度
は
骨
密
度
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

骨
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク　

～
い
く
つ
該
当
し
ま
す
か
？
～

□�

あ
ま
り
牛
乳
、
乳
製
品
を
と
ら

な
い

□
あ
ま
り
小
魚
や
豆
腐
を
と
ら
な
い

□
喫
煙
、
飲
酒
の
習
慣
が
あ
る

□
晴
れ
て
も
あ
ま
り
戸
外
に
出
な
い

□�

か
ら
だ
を
使
う
機
会
が
非
常
に
少

な
い

□
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
や
せ
気
味
だ

□�

家
族
に
骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
た

人
が
い
る

□�

糖
尿
病
の
既
往
や
胃
切
除
の
経
験

が
あ
る

□
閉
経
を
迎
え
て
い
る

□�

若
い
頃
か
ら
月
経
が
不
順
で

あ
っ
た

※
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
多
く
の
項
目

に
該
当
す
る
人
は
、
骨
が
弱
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
！

骨
粗
鬆
症
予
防
検
診

実
施
日
及
び
受
付
時
間

　

10
月
27
日（
金
）

　

９
時
～
11
時
、
13
時
～
15
時

　

�　対　
象

　

80
歳
未
満（
昭
和
13
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

　

閉
経
後
の
女
性
の
方
に
お
す
す
め

し
ま
す
。

※
痛
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
、

医
療
機
関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。
今

年
の
８
月
に
骨
粗
鬆
症
検
診
を
受
け

ら
れ
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

場
　
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

検
診
方
法　

　

超
音
波
法（
足
の
か
か
と
を
検
査

し
ま
す
。
短
い
時
間
で
で
き
ま
す
。）

※
結
果
は
そ
の
日
に
説
明
し
て
お
渡

し
し
ま
す
。

検
診
料　

５
０
０
円

申
込
期
限

　

９
月
29
日（
金
）17
時
ま
で

申
込
先　

健
康
子
育
て
課�

健
康
づ

く
り
担
当　

☎（
46
）５
１
１
３

レディース検診を実施します！
申込・問合先：健康子育て課 
健康づくり担当 ☎（46）5113

好
評
に
つ
き
、
12
月
も
レ
デ
ィ
ー
ス

検
診
を
実
施
し
ま
す
！ 

　

子
宮
頚
部
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
が
同

時
に
受
け
ら
れ
る
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
単
独
検
診
も
可

能
で
す
！

実
施
期
間

　

12
月
１
日（
金
）・
２
日（
土
）

　

９
時
15
分
～
11
時
30
分

　

13
時
15
分
～
15
時
30
分

実
施
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

検診内容 対象者※1

（住民登録のある方） 検診料金（自己負担）

子宮頚部がん検診※2

（バス検診） 20 歳以上の女性
20 ～ 69 歳 2,200 円

70 歳以上 1,100 円

乳がん検診
（バス検診） 30 歳以上の女性

40 ～ 49 歳 1,550 円

70 歳以上 600 円

30 ～ 39、50 ～ 69 歳 1,150 円

骨粗しょう症予防検診 80 歳未満の女性 500 円

託
児
所　

午
前
中
の
み
託
児
所
を
開

設
し
ま
す
。
託
児
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
当
日
の
お
預
か
り
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

健
康
子
育
て
課
ま
で
、
希
望
す
る

検
診
項
目
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

託
児
希
望
の
方
は
申
し
込
み
時
に

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
後
日
、
問
診
票
や
詳
し
い
日
時

を
記
入
し
た
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
期
間

10
月
２
日（
月
）か
ら
10
月
31
日（
火
）

ま
で（
先
着
順
）

９
時
～
17
時（
土
日
祝
日
を
除
く
）

申
込
先　

健
康
子
育
て
課�

健
康
づ

く
り
担
当　

☎（
46
）５
１
１
３

対象者及び検診料金

※１�　年齢基準は平成29年度（平成29年4月
1日～平成30年3月31日）にその年齢に
達する人です。

※２�　臨床試験の方は、医療機関を優先して
ください。

【ご注意してください…】
各検診は、お一人様、年度内（平成29年
4月1日～平成30年3月31日）１回とな
ります。
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事業評価・提案会」市民評価人募集します
申込・問合先：企画課 

企画担当
　

本
市
で
は
、
公
開
の
場
で『
産
』

『
学
』『
金
』『
労
』の
各
分
野
の
学
識
経

験
者
と
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
市
が
行

う
政
策
や
事
業
な
ど
に
対
す
る
評
価

や
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、
事
業
評

価
・
提
案
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
有
識
者
と
共
に
評
価
を

し
て
い
た
だ
け
る
、
市
民
評
価
人
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
方

　
　
　
　
　

※
学
生
可

　

10
月
及
び
11
月
に
２
～
３
回
程

度
、
勉
強
会
・
提
案
会
に
出
席
で
き

る
方（
平
日
の
夜
を
予
定
）

募
集
人
数　

２
名
程
度

謝　

礼　

評
価
人
と
し
て
提
案
会

（
勉
強
会
も
含
む
）へ
の
参
加
一
回
に

つ
き
５
、０
０
０
円

農作業の安全について
問合先：産業課 

農林振興担当
　

農
作
業
に
お
い
て
は
、
少
し
の
油

断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
農
作
業
は
焦
ら

ず
、
急
が
ず
、
慎
重
に
！
」を
合
言

葉
に
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
点

に
注
意
し
な
が
ら
、
安
全
な
農
作
業

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

�

○�

で
き
る
限
り
、
一
人
で
の
作
業
は

行
わ
な
い
。

�

○�

作
業
時
は
安
全
に
配
慮
し
た
服
装

を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
な
ど
の
防
護
用
具
を
着
用

す
る
。

①
ト
ラ
ク
タ
ー
、
農
薬
散
布
車
の
転

落
・
転
倒
事
故
の
防
止

走
行
中
、
作
業
中
に
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
な
い

→�

け
ん
引
中
や
薬
液
の
積
載
時
に
は

特
に
注
意
し
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す
る
。

土
手
な
ど
へ
の
乗
り
上
げ
、
脱
輪
に

よ
る
転
倒
に
注
意
す
る

→�

ほ
場
や
移
動
路
の
危
険
箇
所
を
確

認
、
補
修
す
る
。

→�

除
草
な
ど
に
よ
り
、
危
険
箇
所
が

分
か
る
よ
う
に
す
る
。

ブ
レ
ー
キ
連
結
の
確
認

→�

農
作
業
前
後
の
道
路
走
行
前
に
必

ず
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
ま
し
ょ

う
。
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
て
い
な

い
と
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
時
に

急
旋
回
し
て
転
落
・
横
転
す
る
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
農
業
機
械（
乗
用
草
刈
り
機
、
運

搬
車
、
耕
う
ん
機
）と
の
挟
ま
れ
事

故
の
防
止

走
行
・
作
業
中
は
常
に
周
囲
に
注
意

す
る

→�

低
い
枝
や
支
柱
の
近
く
で
の
走

行
・
作
業
を
避
け
る
。

→�

危
険
箇
所
に
は
あ
ら
か
じ
め
目
印

を
つ
け
て
お
く
。

→�

耕
う
ん
機（
管
理
機
）で
は
、
特
に

後
進
の
際
に
注
意
す
る
。

③
高
所
か
ら
の
転
落
事
故
の
防
止

脚
立
で
の
作
業
は
安
定
し
た
体
勢
で

行
う

→�

安
定
し
た
場
所
に
開
脚
防
止

チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
て
使
用
す
る
。

→�

こ
ま
め
に
移
動
し
、
無
理
な
体
勢

で
作
業
し
な
い
。

高
所
作
業
車
は
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
使
用
す
る

→�

凹
凸
の
あ
る
ほ
場
で
は
、
転
倒
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
。

→�

作
業
台
を
上
昇
さ
せ
た
ま
ま
走
行

し
な
い
。

→�

走
行
中
は
、
枝
や
支
柱
と
の
接

触
、
挟
ま
れ
事
故
に
注
意
す
る
。

④
そ
の
他

農
耕
車
で
道
路
を
通
行
す
る
と
き

は
、
車
輪
の
泥
を
落
と
す
な
ど
心
が

け
る

→�

道
路
は
み
ん
な
の
公
共
物
で
す
。

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
汚
す
こ
と
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第20回『都留いきいきフェスティバル 2017』
問合先：生涯学習課

生涯学習担当
　

10
月
、
11
月
の
２
カ
月
間
を
生
涯

学
習
月
間
と
位
置
づ
け
、『
都
留
い

き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
、

芸
術
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
い
つ
で
も

自
由
に
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
活

に
活
か
す
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
多
彩
な
事
業
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
い
き
い
き
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
以
外
の
詳
細
は
広
報
つ

る
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
都
留
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
」開
会
式
典

日　

時　

10
月
１
日（
日
）　

　
　
　
　

13
時
～
15
時
10
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

内　

容　

　

◎
開
会
式
典　

13
時
～

　

◎
表
彰
式「
第
26
回
増
田
誠
大
賞
」

　
　

入
賞
者
表
彰

　

◎
講
演
会　

13
時
40
分
～

講
演
会
内
容

演　

題　
『
若
者
た
ち
が
集
い
、
働

き
、
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
』

～
地
域
で
楽
し
く
、
幸
せ
に
暮
ら
す

た
め
に
必
要
な
５
つ
の
こ
と
～

講　

師　

石
阪
督
規

　
　
　
　
（
埼
玉
大
学
教
授
）

講
演
内
容

　

少
子
高
齢
化
が
世
界
の
ど
の
国
よ

り
も
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
日
本
。

こ
の
国
で
、
地
方
が
持
続
可
能
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
生
き
残
る
た
め

に
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
自
ら

が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
、

幸
せ
で
あ
り
続
け
る
方
法
を
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
い
く
つ
か
の
地
域
で
は
、
シ
ニ

ア
層
と
若
者
が
手
を
携
え
、
新
た
な

絆
・
つ
な
が
り
を
創
り
出
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
新
た
な
動
き
を
発

生
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
複
数
の
高

等
教
育
機
関
を
有
す
る『
学
園
都
市
』

都
留
で
も
、
大
学
と
連
携
し
な
が
ら

『
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
』事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
や
子
育
て
世
代
の
若
者
た

ち
が
、
い
ま
、
何
を
思
い
、
何
を
求

め
て
い
る
の
か
。
ま
ず
は
、
若
者
た

ち
の
こ
う
し
た
思
い
や
活
動
を
理
解

す
る
こ
と
か
ら
都
留
市
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
誘
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■昨年のいきいきフェスティバル開会式典内
『第25回増田誠大賞』表彰式のようす

形成外科診療を再開します！（９月20日（水）から）
問合先：市立病院

医事担当☎（45）1811
　

平
成
27
年
7
月
か
ら
休
診
し
て
い

る
形
成
外
科
の
外
来
診
療
を
、
９
月

20
日（
水
）か
ら
、
毎
週
水
曜
日
の
午

前
診
療
で
再
開
し
ま
す
。

　

形
成
外
科
は
、
主
に
体
の
表
面
に

あ
る
病
気
の
治
療
を
行
う
診
療
科
で

す
。
怪
我
や
や
け
ど
、
そ
れ
に
よ
っ

て
で
き
た
傷
あ
と
、
先
天
奇
形
や
腫

瘍
を
手
術
で
治
療
し
た
り
、
乳
が
ん

な
ど
で
失
っ
た
体
の
一
部
を
新
た
に

作
る
こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
ホ
ク
ロ
や
い
ぼ
の
除
去
、
顔

や
手
の
骨
折
、
巻
き
爪
や
リ
ン
パ
浮ふ

腫し
ゅ
※
１
、
眼が
ん
け
ん瞼
下か
す
い垂
※
２

な
ど
の
治
療

も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皮
膚
科
と
は
診
療
領
域
が

重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皮

膚
科
的
な
診
療
も
行
い
ま
す
。

※
１
　
リ
ン
パ
浮
腫

　

皮
膚
の
下
や
脂
肪
の
す
き
間
な
ど

に
リ
ン
パ
液
が
た
ま
っ
て
腕
や
脚
が

む
く
ん
で
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

下
肢
リ
ン
パ
浮
腫
は
足
が
む
く
む
病

気
の
ひ
と
つ
で
す
。
感
染
や
生
ま
れ

つ
き
の
も
の
、
原
因
不
明
の
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
各
種
の

が
ん（
子
宮
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
な

ど
）の
治
療（
手
術
や
放
射
線
治
療
な

ど
）で
リ
ン
パ
液
の
流
れ
が
悪
く
な

る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

　

特
に
婦
人
科
・
外
科
に
お
け
る
腹

部
手
術
の
施
行
後
、
数
年
経
過
し
て

か
ら
次
第
に
下
肢
に
浮
腫
が
生
じ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
疾
患
の
外
科
的
治
療
と
し

て
、
リ
ン
パ
管
静
脈
吻
合
手
術
と
い

う
手
術
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
パ
浮
腫

を
起
こ
し
て
い
る
部
分
で
リ
ン
パ
管

と
静
脈
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
リ
ン

パ
液
が
静
脈
に
流
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
手
術
は
３
～
４
時
間
く
ら
い
で

局
所
麻
酔
で
も
可
能
で
す
。
術
後
は

１
週
間
程
度
の
安
静
が
必
要
で
す
。

※
２
　
眼
瞼
下
垂

　

ま
ぶ
た
が
垂
れ
下
が
っ
て
視
野

が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
状
態
を
い

い
ま
す
。
肩
こ
り
や
頭
痛
の
原
因

の
一
つ
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

ぶ
た
を
開
け
る
筋
肉（
眼
瞼
下
垂
）

の
作
用
が
弱
く
、
ま
ぶ
た
が
下
が

り
、
眼
の
瞳
に
か
ぶ
さ
る
状
態
で

す
。
ま
ぶ
た
が
重
く
、
眠
そ
う
な

表
情
に
な
り
、
ま
ぶ
た
が
瞳
孔
に

か
か
る
と
、
視
界
が
狭
く
な
り
ま

す
。�

原
因
と
し
て
は
、
先
天
性
、

加
齢
性
、
コ
ン
タ
ク
ト
性
、
外
傷

性
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　

手
術
は
、
下
垂
の
原
因
と
程
度
に

よ
っ
て
、
適
切
な
術
式
を
選
択
し
ま

す
。
左
右
の
ま
ぶ
た
の
形
を
そ
ろ
え

る
た
め
に
、
基
本
的
に
両
側
の
ま
ぶ

た
を
同
時
に
行
い
ま
す
が
日
帰
り
手

術
も
可
能
で
す
。

　

手
術
時
間
は
術
式
や
病
状
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
診
察
時
に
医

師
よ
り
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

応
募
方
法　

９
月
19
日（
火
）必
着
で

必
要
事
項（
氏
名
、
性
別
、
現
住
所
、

連
絡
先
、
応
募
の
動
機
）を
記
入
し

（
様
式
任
意
）、
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒
４
０
２
―
８
５
０
１

都
留
市
上
谷
１
―
１
―
１

　

都
留
市
役
所�

企
画
課�

企
画
担
当

Ｅ
メ
ー
ル

　

kikaku1@
city.tsuru.lg.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
45
）５
０
０
５
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文化祭テーマ「都留市が誇る歴史と文化　未来へ育てる文化祭」
問合先：生涯学習課

中央公民館

日
程
・
場
所　

11
月
１
日（
水
）〜
３

日（
金
・
祝
日
）　

展
示
部
門

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
、

ふ
る
さ
と
会
館
、
ぴ
ゅ
あ
富
士
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

部　門 責任者 住　所 電話番号 連絡事項

華道 落合容子 上谷6-1-19 （43）6762

俳句 渡辺孝行 夏狩1167-3 （43）5808 一人3句以内（はがきで投句）

絵画 清水初枝 夏狩146 （43）2656 洋画・日本画

書道 佐藤多恵 井倉461 （43）6489 横60㎝×縦160㎝以内

写真 佐藤和徳 法能65 （43）6813 題　自由

趣味 鈴木久美子 中央2-2-17 090（4131）6104

菊花 小池佑二 平栗215 （43）7234

郵趣・収集 奥脇光弘 つる 2-5-13 090（4725）3351

詩 中央公民館 中央3-8-1 （43）1321 400字詰め原稿用紙2枚以内

さつき・盆栽 勝又房三 上谷4-1-17 （43）5366 一人一点

編物・洋裁 荒川浩子 中央1-7-11 （43）7247 自由作品

陶芸 佐藤貞次 つる 3-8-9 （45）1087 自作のもの

短歌 中央公民館 中央3-8-1 （43）1321 一人５首以内（はがきで投稿）

水墨画 小西　武 大月市猿橋町
桂台1-11-6 （22）5271

作
品
募
集　

文
化
、
芸
術
性
に
富

ん
だ
自
作
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
者
及
び
文
化

協
会
会
員

提
出
先　

中
央
公
民
館
ま
た
は
部
門

責
任
者

提
出
締
切
日　

９
月
24
日（
日
）必
着

※
小
中
学
生
の
文
芸
作
品（
詩
、
俳

句
、
短
歌
、
書
道
）は
各
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
方

法
・
期
限
は
各
学
校
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
部
門
は
、
上
記
の
部
門
責
任

者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
作
品
の
返
却
に
つ
き
ま
し
て
は
各

部
門
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
各
部
門
の
展
示
・
大
会
は
会
場
及

び
時
間
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

や
む
を
得
ず
受
付
調
整
の
処
置
を
取

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
郵
趣
・
収
集
部
門
は
，
郵
便
関
連

の
作
品
だ
け
で
な
く
，
あ
な
た
の
こ

だ
わ
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
例
え
ば

映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
マ
ッ
チ
の

ラ
ベ
ル
な
ど
）も
募
集
し
ま
す
。

◆
そ
の
他
、
大
会
部
門（
映
画
鑑
賞

会
・
合
唱
祭
・
吟
道
大
会
・
舞
踊
大

会
・
歌
謡
祭
・
呈
茶
会
・
俳
句
大
会
・

謡
曲
と
仕
舞
）の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
は「
広
報
つ
る
10

月
号
」に
掲
載
し
ま
す
。

「青少年健全育成標語」を募集します
問合先：生涯学習課

青少年育成都留市民会議事務局
　

11
月
は
、
国
が
青
少
年
育
成
国
民
運

動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
め
た
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す
。
平
成
28
年
度

テ
ー
マ「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強

調
月
間
〜
育
て
よ
う
健
や
か
に
支
え
よ

う
み
ん
な
で
〜
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も『
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大

会
』を
11
月
17
日（
金
）に
開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
に

作
品
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
が
創
作
し
た
未
投
稿
の
作
品
に

限
り
、
一
人
３
点
ま
で
と
し
ま
す
。

対　

象　

　

一
般
、
高
校
生
、
中
学
生（
１
・
２
年

生
）、
小
学
生（
５
・
６
年
生
）

応
募
締
切
日　

９
月
22
日（
金
）

表　

彰　

一
般
、
高
校
生
、
中
学
生
、
小

学
生
の
４
部
門
に
分
け
、
部
門
ご
と
に
、

最
優
秀
１
点
、
優
秀
３
点
を『
青
少
年
健

全
育
成
推
進
大
会
』で
表
彰
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
先

　

〒
４
０
２
―
０
０
５
２

　

都
留
市
中
央
３
―
８
―
１

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

青
少
年
育
成
都
留
市
民
会
議
事
務
局

　

☎（
43
）１
４
５
１

　

都
留
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎（
43
）１
１
１
１　

※
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
は
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ひ
び
き
の
会
」の
読
み
聞
か
せ

日　

時　

９
月
９
日（
土
）14
時
〜

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

み
ん
な
が
選
ん
だ
絵
本
や
紙
芝
居
を

読
み
ま
す
。

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の

「
こ
ぐ
ま
の
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会
」

日　

時　

９
月
12
日（
火
）10
時
30
分
〜

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

乳
児
か
ら
未
就
園
児
の
親
子
を
対
象

に
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
し
ま
す
。

こ
ぶ
た
の
会
の「
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

９
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

お
外
で
遊
ぶ
親
子
の
会「
は
ね
こ
っ
こ
」

　

ど
ん
な
天
気
の
日
で
も
、
各
地
か
ら
き
た
親

子
が
集
ま
り
外
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な

い
方
、
語
り
合
え
る
仲
間
が
欲
し
い
方
、
妊
婦

さ
ん
、
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

活
動
日　

毎
週
木
曜
日　

９
時
40
分
〜
昼
過
ぎ

場　

所　

羽
根
子
地
区

問
合
先　

梅
崎
奈
津
子

　

☎
０
７
０（
５
３
６
４
）５
８
３
５　

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

hanekokko.tsuru@
gm
ail.com

子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル「
ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
」

第
３
回
ベ
ビ
マ
マ　

お
祭
り
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

　

お
祭
り
の
遊
び
で
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！
ゆ
か
た
、
じ
ん
べ
い
で
も
参
加

可
能
で
す
。
ご
家
族
み
ん
な
で
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
４
日（
月
）10
時
〜
12
時

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

参
加
費　

子
ど
も
１
人
３
０
０
円（
保
険
付
）

定　

員　

30
組
程
度（
未
就
園
児
と
そ
の
家
族
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
。
申
込
は
お
早
め
に
！

申
込
・
問
合
先　

ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
事
務
局

小
林　

☎
０
７
０（
４
０
６
４
）８
１
８
１

親
子
の
え
が
お
研
究
ク
ラ
ブ（
に
こ
研
）

ハ
ッ
ピ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
磨
け
る
〜

日　

時　

９
月
４
日（
月
）10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

ぴ
ゅ
あ
富
士
３
階
大
研
修
室

対　

象　

子
育
て
中
の
方
や
一
般
の
方（
赤

ち
ゃ
ん
と
同
室
可
能
で
す
）

参
加
費　

無
料

内　

容　

親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
今
井
真

理
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
ま
す
。
様
々
な
関

係
に
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨

く
こ
と
で
、
子
ど
も
や
周
囲
と
関
わ
り
な
が
ら

自
分
自
身
も
成
長
し
て
い
き
ま
す
！

託　

児　

定
員
は
あ
り
ま
す
が
応
相
談

定　

員　

50
名

申
込
・
問
合
先　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　

☎（
45
）１
６
６
６　

お
子
さ
ん
が
同
学
年
♪
マ
マ
た
ち
話
そ
う
会
☆

日　

時　

９
月
８
日（
金
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
機
能
訓
練
室

対　

象　

市
内
に
住
む
、
平
成
27
年
４
月
〜
平

成
28
年
３
月
生
ま
れ（
同
学
年
）の
親
子

参
加
費　

無
料

内　

容　

同
級
生
の
子
ど
も
た
ち
集
ま
れ
！
同

じ
よ
う
に
毎
日
を
頑
張
っ
て
い
る
親
子
の
交
流

の
場
で
す
。
育
児
の
苦
労
体
験
談
・
簡
単
な
相

談
・
情
報
交
換
の
で
き
る
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
昼
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
終
了
後
も
自

由
に
交
流
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

託　

児　

フ
ォ
ロ
ー
有
り

定　

員　

10
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

骨
ナ
ビ（
ホ
ネ
ナ
ビ
）体
操
講
座

日　

時　

９
月
14
日（
木
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

ぴ
ゅ
あ
富
士
１
階　

団
体
連
絡
室　

対　

象　

未
就
園
児
の
親
子

参
加
費　

３
０
０
円

内　

容　

産
後
肩
こ
り
が
ひ
ど
い
…
健
康
管
理

は
大
変
で
す
。
骨
ナ
ビ
体
操 
認
定
指
導
者 

黒

部
陽
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
普
段
か
ら
出
来

る『
骨
、
関
節
』を
意
識
し
た
体
操
で
す
。
背
骨

や
骨
盤
を
動
か
す
こ
と
で
、
姿
勢
、
ね
こ
背
、

腰
痛
、
膝
痛
な
ど
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

持
ち
物　

飲
み
物
、
動
き
や
す
い
格
好
で
来
て

く
だ
さ
い
。

定　

員　

10
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
・
問
合
先　

親
子
の
え
が
お
研
究
ク
ラ
ブ

　

谷
内　

☎
０
９
０（
２
４
４
９
）９
７
９
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http//w
w
w
.oyakonoegao.com
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